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印刷オペレーター人材養成コース　職業能力の評価方法と判定基準
（１）一般要求水準　
1 安全第一に基本的な動作を理解していること。

2 印刷前の段取り作業、判替え作業を理解して、どの種類の用紙でも不備のない状態で印刷できること。

3 本刷り前作業でお客様の要求を理解して、本刷りは品質を安定させる。また、刷了後の検査内容を理解して次工程に渡すこと。

4 作業終了後の機械清掃、フロアー3Ｓのやり方、ルールを理解して機械を常に綺麗に保ち、機械の正常を維持すること。また、機械メンテナンスは機械が安定した状態を保つことなので、計画通り行うこと。
（２）試験内容（評価指標）
ジョブ・カード様式４（評価シート）により評価する。
職務遂行能力評価は上司及びＯＪＴ担当者による職務遂行過程の観察評価により３段階（ＡＢＣ）評価。
	試験科目

（仕事の範囲）
	出題範囲

（具体的な仕事の内容）
	合格基準

	１．印刷基礎知識 
	1. 印刷4大要素の知識

2. 安全作業

3. 紙積み作業の実技

4. 機械操作の仕方
	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	２． 印刷作業手順①
	1． 段取り作業技術

2.　判替え作業技術


	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	３．印刷作業手順②
	1． 本刷り前作業

2.　本刷り作業

3.　刷了後の作業
	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	４．機械清掃及びメンテナンス
	1.　機械清掃の技術

2.　終わり方

3.　 機械メンテナンスの技術
	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式4）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。


（３）合否判定基準
合格基準を満たした者を合格者とする。































